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して， f6825 (25 %， I①臨む
第 5学年。以下同|②島28





































































































































































































~ Tl T2 S 1 II'T~ 'SI その他 来記入 昔十げ』陶[，
3年 3 7 11 2 4 2 29 
4年 6 2 8 3 6 2 27 
5年 2 10 2 2 4 2 22 
























偶叩'‘組踊却'‘“隅"'" .開制'" "'" .偶回同
低学年においては， Tl， T2， SIの思
考操作の出現の割合に差異は見られないが，













ことができる。例え 田咽←回 32 
ば，最初に r12Jを 小 21 







































r 1 Jと r2 Jの数 ↓←思考操作の




















































TJ (12→ 23)→他の思考操作 1 3 
T1 ( 12→ 23→ 31 )→他の思考操作 2 
































23 2 3 :1:
13 目ベアをつくり31 入れ替える
z 最初につくった r12Jを21 入れ替える
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